
平成 29年度 第 4回運営委員会議事録  

■ 日  時  ： 平成 29年 9月 5日（火） 14：00～16：30 

■ 場  所  ： サプリ村野 環境保全研修室 

■ 出席者  ： 伊丹、市山、井上、川南（枚方市）、末岡、竹島、豊高、丸井、事務局 

■ 欠席者  ： 田中靖、西原、宮村、 

■ 議  長  ： 伊丹       ■議事録作成 ： 事務局 

■ 配布資料  

・ 第 5回温暖化対策事業推進チーム ミーティング議事録 

・ 平成 29年度第 4、5回まちづくり部会議事録 

・ 平成 29年 環境教育部会 8月定例会報告 

・ 平成 29年度 8月自然エネルギー部会報告 

 

1．報告事項 

（１）事務局報告 

   ・会員の増減なし。 

   ・ゴミアイデアコンテストの応募状況 現在 30件程度。 

 （２）部会報告                                  

①まちづくり部会 

   ・11 月にウォーキングを計画中。今回は、サプリ村野出発、茄子作古道コースの予定。 

・第１回まちづくり講座を 8 月 12 日、楠葉会館にて実施。今後の展開を検討中。  

・現在個人的に行っている菊人形の会の支援を部会の取り組みにしたいがどうか。 

＜質問・意見＞ 

 ・菊人形への関わりについては、まちづくり部会の「他団体支援」として取り組んでは

どうかとの提案があり、皆賛同した。 

 ・ウォーキングは、「“まちづくり”のためにまずは“ひらかたを知る”ところから初め、

その後まちづくりへとつなげる」という事でスタートし、３年が経過しているが、進

展がない。今後の展開を早急に検討してほしい。 

   ⇒それについては、部会内の検討は難しいのではないか。運営委員会で検討しては

どうか。 

⇒部会では次のステップは、なかなか難しいが、ウォーキングは続けていきたい。 

   ⇒「ひらかた再発見事業」として、ウォーキングそのものを事業とするということ

に方針転換してはどうか。 

   （結論）ウォーキングそのものを事業とする 

②環境教育部会 

   部会長欠席のため、議事録参照。 

   ・今年も桜丘小学校で、学校全体での出前授業を行う。 

③自然エネルギー部会 

  ・８月 20 日、第１回自然エネルギー学校「ソーラーカーを走らせよう」を開催した。 

   当日は、環境教育部会の方に協力いただいた。参加者は、親子合わせて 84 名。 

天気もよく、ソーラーカーもよく走った。 

・９月２１日、第２回自然エネルギー学校では、東部清掃工場における排熱発電と村野

浄水場における水力発電を見学する。現在申込は順調。 



・先日の部会で、環境ネットワーク会議全体の活動を知りこれからの活動展開の参考に

したいという意見が出て、他部会ミーティングに訪問したいということになったので、

協力をお願いしたいとの申し出があり、一同合意した。 

   ④公共交通部会 

     ・夏休み探偵団のｽﾀﾝﾌﾟｼｰﾄ配布数は 313 枚。応募数は 233 件。 

     ・配布と応募の差が大きかったのは、達成者が難しかった事が要因だろう。半日位で全

部まわれるようにすればよかった。 

     ・９月 10 日に、バス！のってスタンプラリーを開催する。 

 

２．協議事項 

   （１）枚方市地球温暖化対策実施計画における当法人の役割を踏まえた事業化の検討 

 ＜質問・意見＞ 

   ・エコチェック DAY のような形で「エコライフ宣言」を行ってはどうか。 

   ・ピコ水力発電装置、小風力とソーラー発電塔などを市民の目にするころにシン

ボル的に設置してはどうか。毎年 1 基ずつ、枚方、香里ヶ丘、樟葉の 3 ヶ所設

置してほしい。枚方市が環境先進都市を目指していることを市民が肌で感じる

ことが大切。 

・「環境先進都市」という事を旗印にすると、いろいろな展開が考えられる。 

・枚方市は、太陽光発電量が多い。そういったことを PR するためのチラシを 

転入者に配布してはどうか。 

・環境啓発を楽しく伝えるため、寸劇などを導入してはどうか。 

＜結論＞ ・「エコライフ宣言」については来年スタートできるよう検討する。 

・他の事については、市へ提出する実施計画案として検討し提案する。 

 

（２）枚方市制７０周年記念関連事業について 

      前回 「ごみ減量アイデアコンテスト」を当法人としての 70 周年関連事業とするこ

ととなったが、表彰式の場および表彰形式を協議したい。現在応募は 30 程度である。 

  ＜質問・意見＞ 

  ・表彰式は、来場者数も多く主旨に合致しているため「ごみ減量フェア」で行う

ことが望ましいのではないか。  

  ・時間的に厳しいかもしれない。 

  ・表彰者の人数は、３人程度がよいのではないか。 

  ・時間もかからないので、ぜひ「ごみ減量フェア」で行いたい。 

＜結論＞  表彰式を「ごみ減量フェア」で行うことを強く要望する。 

  

（３）第 2 回理事会日程 

     11 月 2 日（木）10：30～12：00   環境保全研修室 

  

次回運営委員会 

日 時：2017年 10月 17日（火） 14：00～16：00  

場 所：サプリ村野 環境保全研修室  


